
作業所長の「ソフトマネジメントによる労働時間削減の好事例」の概要 

 
 
■はじめに 

 2024 年 4月から建設業においても時間外労働の上限規制が本格的にスタートします。 
各社においても対応の準備を進めているものと思いますが、作業所環境は現場毎に異なり、
会社の方針や対策、精神論のみでは、対応が困難な場合も予想されます。 
このたび、建築生産委員会傘下の施工部会 生産性向上専門部会では、作業所長がマネジ

メント力を発揮し、建築の現場で実際に取り組んでいる「労働時間削減」や「4 週 8閉所に
向けた取り組み」事例を各社から集め、47 件の優れた事例を抽出し、作業所長の「ソフト
マネジメントによる労働時間削減の好事例」として取り纏めました。 
 
■好事例シートの構成 

シートは、個々の手法ごとに１枚に纏め、コンテンツとして概要、写真・イメージ・図面
等のほか「取組みの背景・課題」、「効果」、「利点」、「適用条件」等を掲載しています。 
また、「検索用分類」には、これらの好事例シートが、「意識改革」、「業務削減」、「効率化」、

「人材育成・教育」、「ワークシェア」、「適正工期」、「休暇」、「ワークライフバランス」、「そ
の他」のどの項目に該当するが分類されており、ホームページ上では、これをもとにキーワ
ード検索を行うことができます。 
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■おわりに 

 建設業における時間外労働の上限規制は、長時間労働が常態化してきた建築の現場で働
く人達にとっては、厳しい適用条件と捉える方も多いと思います。しかし、一部を除く他産
業では、建設業より 5 年も早く時間外労働の上限規制が適用され、かつ週休 2 日が定着し
ています。 
他産業と大きく異なるのは、建築の現場は一品生産であり、作業所環境や請負条件等が現

場毎に違う点です。つまり、作業所の運営を委ねられた作業所長のマネジメント力により、
時間外労働の上限規制への対応も大きく変わる点であり、百人百様の作業所運営の中で、本
好事例が少しでも役に立ち、ご活用いただければ幸いです。 
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